
建物共用部分の手引き

屋上は、ベランダのない住宅等で物干し場を設け
ているものを除いては、立入りを禁止しています。

建物の屋上
◎エレベーター内で跳びはねたり、あばれたりす
ると、エレベーターが急にストップして閉じ込め
られることがあります。
◎地震時はエレベーターを使用せず階段を利用
してください。
◎万一途中で停止した場合、エレベーター内天
井の救出口から上に出ることは大変危険です。
あわてずにエレベーター内操作盤のインター
ホンで知らせてください。警報はエレベーター
ホールにある警報盤よりベルが鳴り、同時にイ
ンターホンが通じます。警報音に気付かれた方
は警報盤内のインターホンでエレベーター内
と連絡を取り、すみやかに担当のセンターまた
はエレベーターの保守管理会社に電話してく
ださい。

階段や廊下は皆さま方の共有の玄関口であり、
緊急時は避難通路として利用するものです。また、
コミュニケーションの場としても重要な場所です
から、住宅内と同様にいつもきれいにしておきた
いものです。
◎掃除は、自治会などのルールによるか、皆さま方
の話し合いで、協力して行ってください。
　※階段や廊下は、玄関と同じく完全防水を施し
ていませんので、水を流すと漏水の恐れがあ
ります。

◎すべての階段・廊下は鉄筋コンクリート造りで
できていますので、音がよく反響します。常に静
かに歩くよう心掛けましょう。特に深夜に歩行さ
れる際には気をつけてください。
◎階段室や廊下には、自転車やベビーカーなどの
私物は置かないでください。他の人の通行の迷
惑になりますし、緊急時は避難のさまたげとなり
ます。
　※階段や廊下に物を置くとお子さまが踏台にし
て、転落事故の原因になることがあります。ま
た、手すりの上に観葉植物などを絶対置かな
いでください。

階段と廊下

エレベーターは定期的に点検を行っていますが、
次のことに注意してご利用ください。
◎エレベーターホールおよびエレベーター内に
ゴミを捨てないでください。エレベーターの扉
が円滑に作動しなくなり、故障の原因となりま
す。
◎エレベーター内の床は、防水処理をしていませ
んので、水を流したりしないでください。

エレベーター（昇降機）

各団地には皆さまのつどいの場として、一部の団
地を除いて集会所を設置しています。集会所は
皆さま方の親睦および福利厚生と地域コミュニ
ティの場などに使用していただくことを主な目的
としています。
※特定の政治活動、宗教活動、宿泊などに類する
目的のための使用は、一切お断りしています。
◎集会所の管理･運営は原則、担当のセンターで
行います。

　ただし、自治会で運営している場合もあります。
◎集会所を使用する場合は、事前に担当のセン
ターまたは自治会（運営委員会）に使用の承認
を受けてください。
◎使用の承認を受けたら、所定の方法で使用料
金をお支払いください。

◎使用にあたっては、集会所の規則をよく守り、
他の人に迷惑をかけないよう注意を払ってく
ださい。

集会所
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◎使用後は、必ず後片付けをして掃除し、火気・
戸締りの点検を充分に行い、必ず戸締りのうえ
自治会管理の場合は、鍵を自治会（運営委員
会）に返してください。

共用部の設備

共同生活を支障なく営んでいただくために、階段
と廊下には階段灯・廊下灯を設置していますので、
球の取り替えや清掃などは皆さまで協力して行っ
てください。また、電気代は皆さまで共同負担し
ていただくことになっています。

　階段灯・廊下灯設備

消防設備には屋内消火栓・消火器・警報装置・
誘導灯などがあります。これらの消防設備の近く
には物を置かないでください。火災など緊急時に
使用のさまたげになります。また、これらの設置
場所、使用方法などは日頃から点検しておいてく
ださい。

　消防設備

団地では汚水管が詰まると隣戸に大きな影響を
与えます。たとえば、階上の家庭で間違って不溶
物を便所に流した場合は、その家庭の便所には
影響がなくても汚水管がつまって階下の家庭で
は汚物が逆流しますので、特にご注意ください。
なお、このような場合の汚水管の清掃費は詰ま
りを起こした原因者の負担となります。

　共同汚水管設備


